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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

Na+/H+交換輸送体アイソフォーム 1（NHE-1）であるカリポライドは心筋虚血再灌流時に心筋保

護作用を果たす。マイクロダイアリシス法を用いて虚血再灌流時の NE・ミオグロビン放出に対

するカリポライドの効果を検証した。ウサギの左室心筋内にマイクロダイアリシス・プローべを

挿入し、対照群では虚血/再灌流時間それぞれ 30 分間で 15 分毎に NE・ミオグロビン濃度を計測

した。カリポライド投与群では 0.3mg/kg のカリポライドを虚血前に投与し、対照群と同様の計測

を行った。NE 濃度は両群ともに虚血時に上昇したが、投与群で有意に上昇を抑制した。しかし再

灌流時は有意差なく両群とも徐々に低下した。ミオグロビン濃度は両群ともに虚血時に徐々に上

昇し再灌流時にピークを迎えた。投与群では全期間を通じて有意に上昇が抑制された。静脈内投

与したカリポライドは、虚血再灌流時の心筋間質へのミオグロビン放出を有意に低下させ、虚血

時の NE 分泌を抑制する。虚血前のカリポライド投与は、虚血再灌流時の組織障害や虚血時の過

度の NE 分泌に対する有効な心筋保護策となりうると考えられた。 
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